
資料２ 

 

統一様式による「政策医療を担う中心的な医療機関」 

からの説明及び協議 

 

① 天草市立牛深市民病院      Ｐ１～１５ 

② 国民健康保険天草市立河浦病院 Ｐ１６～３０ 

③ 国民健康保険天草市立新和病院 Ｐ３１～４２ 

④ 天草市立栖本病院       Ｐ４３～５６ 

 

平成 30年 3月 熊本県天草保健所 
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平成３０年 ３月 天草市立牛深市民病院 

【統一様式】 

天草市立牛深市民病院 
が担う役割について 
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【自施設の現状と課題】 
 
◎自施設の理念、基本方針 
   公平・公正な医療を提供し、地域住民の健康の維持・増進を図り、地域の発展に貢献する。 
  

◎自施設の診療実績（届出入院基本料、平均在院日数等） 
  ○一般病棟13対1入院基本料 
    一般病棟看護必要度評価加算、看護補助加算１、夜間75対１看護補助加算、 
    療養環境加算、重症者等療養環境特別加算、栄養サポートチーム加算 
  ○療養病棟入院基本料１  療養病棟療養環境加算Ⅰ 
  ○検体検査管理加算（Ⅰ）（Ⅱ）  
  ○感染防止対策加算２  
  ○医療安全対策加算２  
  ○患者サポート体制充実加算 
  ○運動器リハビリテーション料（Ⅰ）、呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）、 
    脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ）、がん患者リハビリテーション料 
  ○在宅療養支援病院（３）、在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学管理料 
  ○がん治療連携指導料 
  ○糖尿病合併症管理料  
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【自施設の現状と課題】 
 

  ○人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 
  ○ニコチン依存症管理料 
  ○医師事務補助体制加算１ 
  ○透析液水質確保加算１ 
  ○ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 
 
  ・胃がん、大腸がん精密検査機関認定施設  
  ・臨床研修協力病院（地域医療研修「国立病院機構熊本医療センター、熊本中央病院」） 
  ・看護師実地研修受入「天草看護専門学校、出水中央高校」 
  ・理学療法士実地研修受入 
  ・管理栄養士実地研修受入 
 
  【平均在院日数】 一般 １９．５日（Ｈ28年度） 直近平均 １９．８日（Ｈ２９年度） 
   
  【病床利用率】  平成２７年度  一般病床 ７９．９％  療養病床 ９１．０％ 
             平成２８年度  一般病床 ７８．０％  療養病床 ６７．１％ 

             平成２９年度  一般病床 ７５．８％  療養病床 ７０．０％ 
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【自施設の現状と課題】 
 ◎自施設の職員数（医師、看護職員、その他専門職、事務職員等） 
  

   医師 常勤 ４名（外科２名、内科入院専任１名、小児科１名）       ４名 
 

       非常勤 常時２名～３名（内科）その他の科 各１名 
             耳鼻科・眼科・婦人科・整形外科は、週１回～３回 
             訪問診療（週１回） 特別養護老人ホーム診療（週１回） 
 
   その他職員  
    ○薬剤師 １名  ○看護師 ６４名  ○ 准看護師 １１名  ○放射線技師 ４名 
    ○臨床検査技師 ５名  ○臨床工学技士 ３名  ○理学療法士 ６名 
    ○作業療法士 １名  ○管理栄養士 ２名  ○介護福祉士 １２名  
    ○看護補助者 １６名 ○事務職 １３名  ○社会福祉士 １名  
    ○医師事務作業補助員 ４名                         合 計  １４７名 
 
     （医事「12」及び調理業務「14」は、外部委託）  
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【自施設の現状と課題】 
 ◎自施設の特徴・政策医療について 
  

      当院は、急性期の一般病床（１０５床）と慢性期の療養病床（４３床）を 
   有しています。うち、６床を救急対応病床として確保しています。 
    救急医療につきましては、二次救急を標榜し、牛深地域における救急 
   患者を受け入れています。 
    （平成28年度 救急車受け入れ362台、救急患者延べ2，025人） 
   外傷（骨折）、心疾患・脳疾患等の当院で対応できない場合は、天草地 
   域医療センターと連携し、対応しています。 
    手術室も２室有しており、平成２８年度は、年間１４５例（うち全身麻酔 
   ２９例）の外科系の手術を実施しています。 
    また、牛深地域において、唯一人工透析治療を行う病院となります。 
     （２０ベットにて、５３名程度の透析を実施しています） 
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【自施設の現状と課題】 
 ◎自施設の特徴・政策医療について 

 
     牛深地域において、民間で提供できない診療科である小児科、耳鼻咽 
   喉科、産婦人科を提供しています。 
     （耳鼻咽喉科、産婦人科は、非常勤医師にて対応） 
   周産期医療につきましては、本渡地区の天草中央総合病院・本原クリニッ 
   クと連携し、当院では、妊婦健診等の外来診療を担当しています。 
    
    在宅医療については、牛深地域の介護施設の協力医療機関として、 
   医療・介護連携を進めています。 
    訪問診療・訪問リハビリテーションを実施し、平成２９年５月より、在宅と 
   つながるクリニック天草の倉本先生と連携し、在宅支援病院として、在宅 
   医療に携わっています。 
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相手方 内容等 対象者 

検診受託 
 

・天草市、国保、社保 
・全国健康保険協会 
・財団法人 船員保険会 
・各事業所（７０事業所） 
・市町村共済組合 
・天草市 
・特別養護老人ホーム明照園 

特定検診、施設検診、人間ドック 
生活習慣病予防検診 
船員手帳交付時検診、生活習慣病検診 
事業所検診（法定検診） 
人間ドック、総合検診 
天草市職員検診（牛深地区） 
・定期健康診断（養護50人、特養70人） 
 入居者健康診断（4月・10月）及び随時 

市民     延べ473人 
社会保険加入者 231人 
船員等       62人 
法定        200人 
組合員等      9人 
職員等   延べ194人 
全入居者 
新規入居者 

 
 
 
協力病院業務 
 
  「９施設」 

・社会福祉法人「明照園」 
・明照園あんじん「居宅介護」 
・ケアセンター鶴丸「介護老人」 
・ワークショップ「ひなたぼっこ」 
・多機能ハウス「正寿庵」 
・特別養護老人ﾎｰﾑ「悠ﾎｰﾑ」 
・多機能ハウス「あかね苑」 
・多機能ハウス「泉寿苑」 
・グループホーム「明香里」 

 
・内容 

 入居者、利用者の診療に関して協力医
療機関として協力。  
 

 
全入居者 
全利用者 

配置医師派遣
業務（１施設） 

・社会福祉法人明照園 
 養護 50人  特養 70人 

・内容  週1回 2時間常駐 
入居者の健康管理、指導相談及び診療 

全入居者 

その他 

・天草市等 
 
 
・熊本赤十字病院 

・天草市受託各種予防接種 
・乳幼児検診（天草市）  
・妊婦検診（熊本県） 
・献血に係る医師派遣（年４回程度） 

市民 
乳幼児 
妊婦 
 



２ 今後の方針 
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【地域において今後担うべき役割】 
   
   牛深地域とその周辺地域における初期医療、二次救急医療、急性期医療 
  及び民間医療機関では提供できない診療科を提供し、地域医療を担う病院 
  として位置付けます。 
   また、天草南部地域で唯一人工透析治療を行う病院としての役割を果たす 
  とともに、在宅医療に関しては、牛深エリアの拠点病院として、当該地域の医 
  療機関と連携し、後方支援病院としての役割を担います。 
   さらに、本渡看護専門学校の実習施設としての役割、市立病院・診療所の 
  中核病院として新任看護師の研修ほか、専門職員の研修施設としての役割 
  も担います。 
   このほか、市の保健担当部署と連携し、地域住民の健康増進に取り組むと 
  ともに、河浦病院、新和病院及び地域医療支援病院である天草地域医療セ 

  ンター等との連携を図り、下島南エリアで広く医療圏の構築を目指します。 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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【①４機能ごとの病床のあり方 その１】 

病床機能 2017年(平成29年) 2023年(平成35年) 2025年(平成37年) 

高度急性期 

急性期 １０５ ５０ ５０ 

回復期 ５５ ５５ 

慢性期 ４３ ４３ ４３ 

その他 

合  計 １４８ １４８ １４８ 

単位：床 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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【 ①４機能ごとの病床のあり方 その２】 
  
 牛深地域の人口は、減少をしておりますが、６５才以上の人口は、今後１０年 
 変動がなく現状と同程度の人口と予測されています。 
  当院の受診動向は、６５才以上の患者が８０％を占めており、現状と同じ医療 
 供給体制を確保する必要があると考えます。 
  患者の病態から推測すると回復期・慢性期の病床が多く必要かと考えますが 
 終末期の患者や急変時の対応が必要な、患者も多いため急性期の病床も確保 
 する必要があります。 
  したがって、機能ごとの病床のあり方につきましては、現状と変わらない入院 
 医療体制が必要かと考えます。 
  また、高齢者世帯・独居世帯が、増加すると考えられますので、地域包括ケア 
 でまかなえない患者の受け皿も必要になると考えます。 

 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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【 ①４機能ごとの病床のあり方 その３】 
   
  病床のあり方については、現状維持になるかと考えますが、一般病床 
 １０５床につきましては、急性期を受け入れる病棟と回復期を受け入れ 
 る病棟に分けた体制を予定しています。 
  具体的には、急性期病棟として２階一般病棟（５０床）を回復期病棟 
 として３階一般病棟（５５床）を、慢性期病棟は、現状と同じく３階療 
 養病棟（４３床）を予定しています。 
  但し、回復期の病棟については、回復期リハ病棟ではなく回復期の患 
 者専用の一般病棟として考えています。 
  また、地域包括ケア病床の導入も検討しています。 

 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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現時点 
(2018年3月時点) 

2025年 理由・方策 

維持 

内科・外科・整形外科・
小児科・産婦人科・眼
科・耳鼻科・人工透析内
科・リハビリテーション科 

内科・外科・整形外科・
小児科・産婦人科・眼
科・耳鼻科・人工透析内
科・リハビリテーション科 

現状の診療科を維持 

新設 

廃止 
不採算診療科の 
見直しを検討 

天草市立病院改革 
プランに記載 

変更・統合 

【②診療科の見直し】 



３ 具体的な計画 
(2)数値目標 
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現時点(2018年1月末時点) 2025年 

①病床稼働率 77.8％ 80％以上 

②紹介率  2.6％ 特に数値目標なし 

③逆紹介率 6.6％ 
 

特に数値目標なし 



３ 具体的な計画 
(3)数値目標の達成に向けた取組みと課題 

14 

【取組みと課題】 
  当院の現状での最大の課題は、医師を含む医療従事者の確保ができ 

  ていない事にあります。 
   医師については、常勤医師４名（うち小児科１名）で、１２０人を 
  超える入院患者を担当されています。 
   常勤医師の派遣を大学にお願いしても「人員不足で派遣できない」 
  「自治医科大学に依頼されてはいかがですか」と言われます。 
   県にお願いしても自治医科大学の派遣対象医療機関にならないとの 
  判断で医師の派遣ができないのが状況です。 
   民間のドクターバンクに依頼してもきびしい状況です。 
  地理的な問題が多く聞かれます。「牛深は遠い・・・」 
  薬剤師についても同様で、必要数２名に対し１名の配置になります。 
   常勤医師・薬剤師及び看護職員の確保が当面の課題となります。 
 

  



４ その他特記事項 
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【専門外来について】 

 「整形外科」につきましては、非常勤医師と熊本赤十字病院、熊本 

  整形外科病院より、「耳鼻咽喉科」「人工透析内科」については、 
  熊大より、産婦人科は、本原クリニック及びわせだ直子レディース 
  クリニックより医師を派遣していただき外来診療を実施しています。 
   また、熊大循環器内科より、毎週月曜日・火曜日に医師派遣して 
  いただき循環器系の患者さんを診療していただいています。 
   牛深地区は、糖尿病の患者が多く、当院には、専門の医師が不在 
  であるため、栖本病院の水流添先生にご協力いただき毎月第４木曜 
  日の午後に糖尿病専門外来を開設し、予約患者のみの診療を実施し 
  ていますが、患者数に対応できない状況です。 
   高齢化に伴い、高齢者世帯・独居老人が多く、交通手段の関係で 
  簡単に専門病院受診もきびしい状況になっています。 
   牛深地区にない診療科の専門外来の開設も検討する必要があると 
  考えます。   
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   平成３０年３月 国民健康保険 
               天草市立河浦病院 

【統一様式】 

天草市立河浦病院が 
担う役割について 
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【自施設の現状と課題】 
 

自施設の基本方針 
 
  ①河浦町及び天草町とその周辺地域における初期医療、救急医療、急性 
   期医療及び回復期医療を行い、地域医療を担う病院として位置づける。 
   
  ②在宅医療に関しては、必要に応じ訪問診療に取り組むとともに当該地域 
   の医療機関と連携し、後方支援病院としての役割を担う。 
   
   ③市の保険担当部署と連携し、地域住民の健康増進に取り組むとともに、 
   牛深市民病院、新和病院及び天草地域医療センター等との連携を図り、 
   下島南エリアで広く医療圏の構築を目指す。 
   



18 

自施設の診療実績 
【一般病棟１３対１入院基本料 ３９床】  

 〇看護補助加算２、 重症者等療養環境特別加算 

【療養病棟入院基本料２      ６０床】 

 

 〇入院時食事療養費（Ⅰ） 

 ○検体検査管理加算（Ⅰ）（Ⅱ）  

 ○運動器リハビリテーション料（Ⅱ）、呼吸器リハビリテーション料（Ⅱ）、 

   脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅲ） 

 ○ペースメーカー移植術・ペースメーカー交換術 

 〇在宅時医学総合管理料 

 〇ＣＴ撮影及びＭＲＩマルチスライスＣＴ 

 ○がん性疼痛緩和指導管理料 〇がん治療連携指導料 

 ○後発医薬品使用体制加算Ⅰ 〇感染防止対策加算２ 

１ 現状と課題 2/8 



19 

１ 現状と課題 3/8 
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  ・熊本県地域医療研修システム受入病院 
  ・臨床研修協力病院（地域医療研修「熊本赤十字病院」） 
  ・理学療法士実地研修受入 
 
    入院の状況 
   
 
 
 
 
 
 
  
  【平均在院日数】 一般病棟    ２０．８日（2016年度）  
               直近平均      １９．２日（2017年度）  

   

2015年度 2016年度 2017年度 

（4月～1月） 

入院患者延数 一般 

          療養 

11,416人 

18,400人 

11,044人 

17,098人 

9,200人 

12,868人 

病床利用率    一般 

            療養 

80.0％ 

83.8％ 

77.6％ 

78.1％ 

77.1％ 

70.1％ 
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 自施設の職員数 
  （医師、看護職員、その他専門職、事務職員等） 
  

   医師 常勤     ４名（外科３名、内科１名） 
              非常勤    １名（整形外科、 週２回）   
 
   その他職員  
    ○薬剤師    １名        〇看護師    ３８名  
    ○放射線技師 １名        〇准看護師   １２名 
    〇検査技師   ２名        〇介護福祉士 １２名 
    〇理学療法士 ２名        〇看護補助者  ７名 
    〇作業療法士 １名        〇事務職員、他 ９名 
    〇栄養士    ２名 
                                  合 計 ９２名 
 
     （医事「６名」及び調理業務「９名」は、外部委託）  
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１ 現状と課題 5/8 

21 

 

自施設の特徴 
  

・当院は河浦町及び天草町とその周辺地域における地区内の唯一の病院。 
・当院は本渡地区、牛深地区の病院まで車で３０分以上の時間を要すること 
 からも地元での診療を要望されている。また、高齢化が最も進んだ地域で     
 もあり、老人介護施設等も多数の入所者があることでも慢性期の医療につ 
 いての需要が多い。 
・救急医療,在宅医療,健康増進,疾病予防を担う病院として地域医療の拠点 
 となっている。 
 

  病院の病棟の構成は 
  ・一般病床（３９床）：回復期機能を中心とする。  
  ・療養病棟（６０床）：慢性期機能を中心とする。  
  以上の２病棟、９９床の病床を有している。    
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１ 現状と課題 6/8 

22 

自施設の政策医療について 
・ ５疾病について 
   急性心筋梗塞急性期、脳卒中急性期等の当院で対応できない場合は拠点  
 病院及び地域医療支援病院である天草地域医療センター等と連携し対応し 
 ている。 
   その他の急性期を過ぎた患者について、医療機関と連携し、回復期医療と 
   して受け入れている。 
・ ５事業について 
  病院群輪番制病院に参加し、救急医療、夜間や休日の急患にも対応。 
  救急医療については、二次救急を標榜し主に河浦町及び天草町における救急患者 
  を受け入れ。 
       救急患者受入数（救急車及び時間外患者数）   
 
 
 
 
  

2015年度 2016年度 2017年度 
（1月まで） 

救急車受入 173 台 204台 197台 

救急患者数 1,383人 1,407人 1,301人 
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１ 現状と課題 7/8 

医療・福祉機関 健診等 対象者 

健診
受託
業務 

・特別養護老人ホーム実相園 60人 

・救護施設天草園 70人 

・定期健康診断 

  入居者健診（年１回） 

  インフルエンザ予防接種 

  職員健診（年１回） 

  特定業務従事者健診（年２回） 

・随時健康診断 

  入居者健診（新規）等 

 

全入居者 

全入居者・全職員 

全職員 

夜勤者・宿直者 

 

新規入居者 

医師
派遣 

・特別養護老人ホーム実相園 

・救護施設天草園 

入居者の健康管理、診療等 

 実相園（週２回） 

 天草園（週１回） 

施設入居者 

その
他    

天草市 

 

 

 

保育園等 

 

市内事業所等 

牛深警察署 

天草市職員健診 

天草市各種予防接種 

被爆者健診 

３歳児健診等 

一町田保育園病後時保育診療 

崎津保育園園児健診 

事業所職員健診等 

警察嘱託医 

天草市職員等 

市民 

 

 

保育園児 

保育園児 

市民 

連携 介護保険機関等  河浦、天草地区 入院等医療連携 入居者等 
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自施設の課題 
 １ 医療職員の確保について 
   医師の確保・・・常勤の内科医1名の退職後の補充できていない。 
             必要医師数が満たされない。 
   看護職員、補助職員・・・退職者の補充ができていない。 
             施設基準の取得（看護加算等）が難しい。 
 
 ２ 診療報酬の制度改正に伴う施設基準の見直し 
   療養病棟について、転換に迫られる。 
  
 ３ 在宅医療への取り組み 
   医師数に余裕が無く在宅医療の取り組みは遅れている。 
 
 ４ 経営の安定 
   人口減少等で患者の減少による収益の低下 
   診療報酬の有利な基準の取得 

１ 現状と課題 8/8 
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２ 今後の方針 

25 

【地域において今後担うべき役割】 
   
〇河浦町及び天草町で唯一の病院、地域医療を担う病院として位置付ける。 
 ・ 救急医療の実施 
 ・ 初期医療から慢性期までの幅広い医療の提供 
 ・ 市の健診、予防接種等の保健事業の実施  
 ・ 高齢化社会に対応し、地域のニーズに対応した回復期医療、慢性期医 
   療の提供 
 ・ 在宅医療に関しては、必要に応じて訪問診療に取り組むとともに地域の 
   医療機関、施設と連携し、後方支援病院としての役割を担う。 
〇牛深市民病院、新和病院及び地域医療支援病院である天草地域医療セ 
  ンター等との連携を図り、下島エリアで広く医療圏の構築を目指す。 
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３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 1/3 

26 

【①４機能ごとの病床のあり方 その１】 

病床機能 2017年(平成29年) 2023年(平成35年) 2025年(平成37年) 

高度急性期 

急性期 

回復期 ３９ ３９ ３９ 

慢性期 ６０ ６０ ６０ 

その他 

合  計 ９９ ９９ ９９ 

単位：床 
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３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 2/3 

27 

【 ①４機能ごとの病床のあり方 その２】 
  
〇 当病院の一般病棟は急性期病床としていたが、医師の人員不足もあり、 
 入院患者は急性期を過ぎた回復期の状態が多くなっている。そのほかにも、 
 救急の患者も多数あり、自宅への退院を目指すためにも現状の病床を維持 
 して回復期病床として39床を維持し医療機能の充実を図る。 
 
〇 療養病床は、高齢化が著しく進む地域でもあり、高齢者世帯・独居世帯が 
 さらに増加すると考えられ、特別養護老人ホームなどの空きも少ないことから、 
 地域の需要が見込まれる。今後も引き続き慢性期の医療を提供し、住民の 
 ニーズに応えるよう慢性期病床として60床を維持する。 
 
〇 高度急性期、急性期の患者については天草地域医療センター、天草中央 
 総合病院などの地域支援病院や熊本市内の病院と連携し、遅滞無く対応で 
 きる体制を構築する。 
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３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 3/3 

28 

現時点 
(2018年 ３月時点) 

2025年 理由・方策 

維持 

内科・外科・ 
整形外科・小児科・ 

リハビリテーション科 

内科・外科・ 
整形外科・小児科・ 

リハビリテーション科 
現状の診療科を維持 

新設 

廃止 

変更・統合 

【②診療科の見直し】 
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３ 具体的な計画 
(2)数値目標 

29 

現時点(2018年１月末時点) 2025年 

①病床稼働率 82.8％ 80％以上 

②紹  介  率  16.5％ 特に数値目標なし 

③逆紹介率 26.3％ 
 

特に数値目標なし 
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３ 具体的な計画 
(3)数値目標の達成に向けた取組みと課題 

30 

【取組みと課題】 
 慢性期医療である療養病棟の病床利用率が減少傾向にあり現在は７０％
前後で推移 。 
  入院患者の確保のため関係する医療・福祉機関との連携の強化、病床利
用率の向上を図る。（当病院による地域の医療、福祉関係機関への連携会
議の実施） 
 
 回復期病床の機能の向上を図るため、急性期病院からの受入や、一般入
院患者の自宅への退院を目指しリハビリ部門の充実を図る。 
 
 地域包括ケアシステムの中でも在宅医療については、リハビリ部門の充
実などで訪問リハビリについて検討。 
  
地域包括ケアシステムの後方支援については受入を進めて、地域住民に
医療の提供を行なっていきます。 
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平成30年3月 国民健康保険天草市立新和病院 

【統一様式】 

天草市立新和病院が 
担う役割について 



１ 現状と課題  

32 

【自施設の現状と課題】 
 
自施設の基本方針 
 
・新和町及び周辺地域における、かかりつけ医の機能と、
救急医療、回復期医療及び介護事業を行い、地域医療を
担う病院として位置付けます。 
 

・市の保健担当部署と連携し、隣接する保健福祉センター
を有効に活用した地域住民の健康づくり事業を推進すると
ともに、訪問診療、訪問リハビリ、訪問看護等を継続して周
辺地域の在宅医療を担います。 

 



１ 現状と課題 ２ 

33 

診療実績・職員数など 
 
入院基本料 
   療養病棟（医療型） 療養病棟入院基本料２                 ２２床 
   療養病棟（介護型）                                         １８床 
   合計                                                      ４０床 
    
   ・療養病棟療養環境加算（１） 
   ・夜間休日救急搬送医学管理料 ・検体検査管理加算（１） ・がん治療連携  
     指導料 
   ・運動器リハビリテーション料（Ⅱ） ・呼吸器リハビリテーション料（Ⅱ） 
    脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅲ） 
   ・ＣＴ撮影 
   ・入院時食事療養（１） ・入院時生活療養費（１） 
   
 平成２８年度実績 
   ・述べ入院患者数 １３，８０４人  病床利用率   ９４．５５％          
   １日平均入院患者数             ３７．８２人 
   平均在院日数（年平均）           ４８．７６日 



１ 現状と課題 ３ 

34 

   

 自施設の職員数（医師、看護職員、その他専門職、事務職員等） 
   
    常勤医師                                ３名   
    非常勤医師（整形外科 週２日）                  １名      
 
    看護師  正看護師 １５名・ 准看護師 １３名           ２８名 
    医療技師等                                      ７名 
    看護補助員                                    ８名 
    医療技術補助員                                 ７名 
    事務職員                                     ７名 
    調理員                                    ８名 
    清掃                                       ２名 
 
    合      計                                      ７１名 
 
 
 



１ 現状と課題 ４ 

35 

自施設の特徴 
 
・当院は、新和地域唯一の医療機関であり、療養（医療）２２床、（介護）１８床、合計４０ 床の
慢性期医療中心の病院です。周囲には、保健福祉センター、高齢者生活福祉セン ター、特別

養護老人ホーム、小規模多機能ホーム等が存在し「保健・医療・福祉の拠点づくりと連携の強
化」を図りながら、医療だけでなく介護サービス事業（介護療養型医療施設 、通所リハビリ、訪

問リハビリ、訪問看護、居宅療養管理指導、居宅介護支援）、予防接種・健康診査事業等を実
施し、地域に必要とされる病院として、住民の健康づくりや福祉にも取り組んでいます。また、
地域内にある保育園、小中学校の校医、隣接する特養、グループホーム等の健診受託事業
や協力病院業務、配置医師の派遣業務など地域内の行政、福祉施設と連携した取り組みを
行っています。 
 
自施設の政策医療 
 

・５疾病について 
 対応困難な疾病については、拠点病院及び地域医療支援病院である天草地域医療セン
ター等と連携し対応しています。 
・５事業について 
 平成１５年より救急告示を行い、周辺地域住民の救急患者受け入れを行っています。 
 今後も救急告示を継続することにより、引き続き地域の救急医療にあたります。 
 

 



１ 現状と課題 ５ 
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他機関の内容 健診名等 対象者 

福祉施
設健診
受託業
務 

・入居者数 
 特別養護老人ホーム 50人 
 グループホーム新和  9人 
・職員数 74人  
  

・定期健康診断 
 入居者健康診断（６月） 
 インフルエンザ予防接種 
 特定業務従事者健康診断 
 職員健康診断（６月） 
・随時健康診断 
 入居者健診 
 入職時健康診断 

  
全入居者 
全入居者・全職員 
夜勤者・宿直者 
直接処遇職員 
新規入居者 
新規採用職員 
新規採用直接処遇職員 

協力病
院業務 

・入居者数 
 特別養護老人ホーム 50人 
 グループホーム新和  9人 

・内容 
 入居者の診療に関して協力医療機関として 
 協力 

全入居者 

配置医
師派遣
業務 

・入居者数 
  特別養護老人ホーム 50人 

・内容 
 週1回 3時間常駐 
 入居者の健康管理、指導相談及び診療 

全入居者 

そ 
の 
他 

・天草市、学校、保育園等 ・内容 
 小宮地保育園児健康診断 2/年実施 
 天草市新和小・中学校校医 
 天草市受託健診 
 天草市受託各種予防接種 
 施設健診 事業所健診 
 天草市職員健診 
  

 
保育園児 53人 
小・中学生 168人 
３歳児健診 
市民 
市民 
天草市職員等 



２ 今後の方針 
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【地域において今後担うべき役割】   
 
基本方針 
・これまで同様、かかりつけ医の機能、救急医療、介護事業、
健診事業を継続し、入院病棟機能を慢性期医療の療養病棟から
回復期医療の一般病棟（１５対１）へ変更し、近隣の医療機関、
地域内の福祉施設等と連携した地域医療を担います。 
 
・介護事業や各種健診事業の充実を図り地域周辺住民の健康増
進に努めます。 
 
 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 

38 

【①４機能ごとの病床のあり方 その１】 

病床機能 2017年(平成29年) 2023年(平成35年) 2025年(平成37年) 

高度急性期 

急性期 

回復期 ４０床 ４０床 

慢性期 ４０床 

その他 

合  計 ４０床 ４０床 ４０床 

単位：床 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 

39 

【 ①４機能ごとの病床のあり方 その２】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在、当院の全病床数４０床うち療養病棟入院基本料２を２
２床、介護療養病床１８床の慢性期病棟として運営していま
す。平成２８年度実績では毎月の平均入退院数が、それぞ
れ２３人となっています。また、一般病棟入院基本料（１５対
１）に関する基準については、看護配置・夜間体制・看護師
比率・平均在院日数６０日以内をすでに満たしており、すで
に一般病棟（１５対１）回復期病棟の状態であります。 

今後、必要医師数を確保したうえで、現有病床数（４０床）を
維持し、一般病棟入院基本料（１５対１）回復期病棟へ転換
することとしています。 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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現時点 
(2018年3月時点) 

2025年 理由・方策 

維持 

内科・外科・小児科 
循環器内科・消化器科 
整形外科・リハビリ

テーション科 

内科・整形外科 
リハビリテーション科 

新設 

廃止 
外科・小児科 

消化器科・循環器内科 
専門医不在による 

変更・統合 

【②診療科の見直し】 



３ 具体的な計画 
(2)数値目標 

41 

現時点( 2017年10月時点) 2025年 

①病床稼働率 ９４．５％ ９５．０％ 

②紹介率 ３％ 数値目標の設定なし 

③逆紹介率 ３２％ 数値目標の設定なし 



３ 具体的な計画 
(3)数値目標の達成に向けた取組みと課題 

42 

【取組みと課題】 
 
・当院は、医業の他、介護事業、健診事業など幅広く事業運営
しており、現状での必要医師数は確保できているものの、医療
スタッフ、給食調理員、事務職員など多職種において職員の確
保が困難な状況となっている。 
 
・一般病棟入院基本料（１５対１）への転換基準のうち、必要
医師数の増が見込まれるため、早急に正確な必要医師数の把握、
医師確保を行い転換の促進を図る必要がある。 
 
・地域包括ケア病床については、一般病棟への転換後、改めて
検討を行うこととしている。 
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平成30年3月 天草市立栖本病院 

【統一様式】 

天草市立栖本病院が 
担う役割について 



１ 現状と課題  
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【自施設の現状と課題】 
 
自施設の基本方針 
 
①天草市栖本町・倉岳町とその周辺地域における、か
かりつけ医の機能、救急医療、急性期医療及び回復期
医療を行い、地域医療を担う病院として位置付ける。 
 
②一般病床の他に４６床の結核病床を有する。「熊本
県結核対策プラン」で標準的な結核治療を行う機関と
して位置付けられており、天草圏域における結核医療
を担う。 



１ 現状と課題 続き 
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診療実績・職員数など 
 
届出入院基本料 13:1 
許可病床数 一般病床24床, 結核病床46床 合計70床 
 
○一般病棟１３対１入院基本料 結核病棟１３対１入院基本料 
看護補助加算２ 重症等療養環境加算１ 療養環境加算 栄養管理実施加算 
○療養病棟療養環境加算１ ○検体検査管理加算Ⅰ 
○救急搬送患者地域連携紹介・受入加算 
○救急医療管理加算 ○後発医薬品使用体制加算Ⅰ    
○入院時食事療養Ⅰ ○がん治療連携指導料 

 
Ｈ28実績： 
【一般病床】延入院患者数6,123人 病床利用率69.9％  平均在院日数20日  
【結核病床】延入院患者数687人  
 
職員数   
医師：常勤２名 非常勤医師４名  
看護職員：看護師１８名 准看護師２名 看護助手３名  
医療技師：薬剤師１名 放射線技師１名 検査技師１名 管理栄養士１名  
その他：調理員５名 事務職員等：事務職員 ４名 医事係５名  
合計：４３名（非常勤医師除く） 
 
 



１ 現状と課題 続き 
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自施設の特徴 
 
・一般病床については回復期機能が中心であるが、急性期から慢性期まで幅広く受け
入れている。高齢化の進んだ地区であり高齢者医療に積極的に取り組む。また当地域
でも生活習慣病は急増しており一般的な内科診療に加え得意分野である生活習慣病の
専門診療で地域医療に貢献する。 
 
・結核病床は「熊本県結核対策プラン」で標準的な結核治療を行う機関として位置付
けられている。 
 
自施設の担う政策医療（５疾病・５事業及び在宅医療に関する事項） 
 
・５疾病については糖尿病分野において専門医療を提供する役割を担う。 
 
・５事業については、救急告示病院として、地域住民と地域医療に貢献する。 
 
・在宅医療に関しては、当地域の医院と連携して後方支援病院としての役割を担い、
また必要に応じて訪問診療に取り組む。また地域の老人福祉施設・介護保険施設の協
力医療機関として医療・福祉介護連携を進めている。 
 



１ 現状と課題 続き 
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他機関等の連携 
 
・近隣の医療機関と連携して急性期疾患の入院治療の提供や、糖尿病など専
門疾患の病診連携を実施している。 
 
・当院で対応困難な疾病などについては、天草地域医療センターをはじめと
する高次医療機関と連携し対応している。 
 
・地域内の福祉・介護保険施設の協力病院として、配置医師の派遣等で連携
を図っている。 
 
・行政等、他の機関との連携を行い地域住民の健康増進に努めている。 
 



１ 現状と課題 続き 
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他機関の内容 健診名等 対象者 

福 
祉 
施 
設 
健 
診 
受 
託 
業 
務 

・入居者数 
 養護老人ホーム 50人 
 特別養護老人ホーム 47人 
・職員数 85人  
  

・定期健康診断 
 入居者健康診断（4月・10月） 
 インフルエンザ予防接種 
 特定業務従事者健康診断 
 職員腰痛健康診断（9月・3月） 
 
・随時健康診断 
 入居者健診 
 雇用時健康診断 
 腰痛検査 
 検便 

  
全入居者 
全入居者・全職員 
夜勤者・宿直者 
直接処遇職員 
 
新規入居者 
新規採用職員 
新規採用直接処遇職員 
新規採用調理職員 
新規採用訪問介護員 

協力
病院
業務 

・入居者数 
 養護老人ホーム 50人 
 特別養護老人ホーム 47人 

・内容 
 入居者の診療に関して協力医療機関として 
 協力 

全入居者 

配置
医師
派遣
業務 

・入居者数 
 養護老人ホーム 50人 
 特別養護老人ホーム 47人 

・内容 
 週1回 3時間常駐 
 入居者の健康管理、指導相談及び診療 

全入居者 

そ 
の 
他 

・天草市、学校、保育園等 ・内容 
 和貴保育園児健康診断 2/年実施 
 天草市立栖本小学校校医 
 天草市受託各種予防接種 
 天草市職員健診 
 結核に係る健康診断及び精密検査業務 

 
保育園児70人 
小学生 
市民 
天草市職員等 



２ 今後の方針 
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【地域において今後担うべき役割】   
 
基本方針 
・これまで同様に、かかりつけ医の機能、救急医療、急性期医
療及び回復期医療を行い、地域医療に貢献する。 
 
・糖尿病専門医療を充実させ天草圏域の健康増進に努める。 
 
・結核病床については当面は現状を維持するが、天草圏域での
今後の結核発生の状況を見ながら、県、市の政策もふまえて削
減や用途の転換を検討する。 



２ 今後の方針 
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【地域において今後担うべき役割】   
 
職員数 
医療従事者の確保では、常勤医師が１名不足しており、非常勤
医師で対応している。今後も引き続き医師の確保に努める。 
 
自施設の特徴 
・一般病床については回復期機能が中心であるが、これまで通
り急性期から慢性期まで幅広く受け入れ地域医療に貢献する。 
 
・結核病床は当面は現状を維持するが、天草圏域の結核症の状
況の変化に応じて縮小、廃止を決定する。 
 



２ 今後の方針 
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【地域において今後担うべき役割】   
 
政策医療に関する事項 
 
・５疾病については糖尿病専門医療を向上を図る。 
・５事業については救急告示病院としての機能を維持する。 
・在宅医療に関しては今後も後方支援病院としての役割を担い、
また必要に応じて訪問診療に取り組む。 
 
他機関等の連携 
・近隣の医療機関と連携を継続する。 
 
 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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【①４機能ごとの病床のあり方 その１】 

病床機能 2017年(平成29年) 2023年(平成35年) 2025年(平成37年) 

高度急性期 

急性期 

回復期 24床 24床 24床 

慢性期 

その他 結核46床 結核46床 結核46床 

合  計 70床 70床 70床 

単位：床 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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【 ①４機能ごとの病床のあり方 その２】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当院は結核診療施設として設立された。現在も結核病床を
有しているが、疾病構造の変化により結核患者数が減少して
いることから、結核病床数は段階的に減床してきている。 
 

町立病院として、当地域に密着し特に内科系の急性期医療
から慢性期医療まで幅広く提供してきた経緯があり、現在も
その機能を担っている。 

医療資源投入量としては回復期に相当する程度のものであ
るため、病床機能としては回復期として届け出を行っている。 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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現時点 
(2018年3月時点) 

2025年 理由・方策 

維持 
内科 

呼吸器科 
内科 

呼吸器科 

新設 糖尿病内科 
糖尿病療養指導士など
スタッフのさらなる育

成 

廃止 
呼吸器科については廃
止する可能性がある 

結核患者の状況により
廃止する可能性がある 

変更・統合 

【②診療科の見直し】 



３ 具体的な計画 
(2)数値目標 
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現時点( 2017年10月時点) 2025年 

①病床稼働率 66.4％（一般病床） 70.0％（一般病床） 

②紹介率 11.1％ 数値目標の設定なし 

③逆紹介率 4.6％ 数値目標の設定なし 



３ 具体的な計画 
(3)数値目標の達成に向けた取組みと課題 
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【取組みと課題】 
 
１）関係する医療・福祉機関との連携を強化し入院患者の確保
による病床利用率の向上へ取り組む（地域における連携会議）。 
  
２）病院ホームページの充実やパンフレット作成による情報発
信。 
 
３）医療従事者のスキルアップのための講習会等への積極的な
参加並びに関連する資格の取得。 
 
４）地域包括ケア病床についても検討しているが、現時点では
施設要件を満たすことが困難である。 


